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特別企画
名 寄 市病 誌 　21：2～13,2013
佐古和廣先生　全業績
平成15年4月か ら10年間の長 きにわた り院長 を務 めていただいた佐 古和廣先生が、平成25年3月31日をもっ
て勇退 なされ ま した。

















































　 and　 Feindel,　 W：Evaluation　 of














　 Y.L.　 and　 Hakim,　 A.M.：Autoradiographic










　 S.and　 Yamamoto,　 Y.L.：Pharmacokinetics　of
　 positron－labelled　　3,3－bis(　2－chloroethl)

































14.Aizawa,　S.,　Sako,　 K.　 and　 Yonemasu,　 Y.：
　　　Measurement　of　cerebral　blood　flow,　cerebral
　　　blood　volume,　and　cerebral　capillary　permeability





























　　　Fukuda,　 H.,　 Sako,　K.　 and　 Yonemasu,　 Y.：
　　　Experimental　complex　partial　seizures　induced　by
　　　a　 microinjection　of　 kink　 acid　into　limbic






















25.Hodozuka,　A.,　 Sako,　K.and　 Yonemasu,　 Y.：
　　　Sequential　change　of　capillary　permeability　in　the



































　　　Yonemasu,　 Y.：　 Temporary　 arterial　occlusion
　　　during　anterior　communicating　 or　 anterior
　　　cerebral　artery　aneurysm　operation　under　tibial
　　　nerve　 somatosensory　 evoked　 potential
　　　monitoring.　Surgical　Neurology,　49：316－323,
　　　1998











































1.佐 古 和 廣 、加 藤 天 美 、 小 畠 敬 太郎 、Diksic　M,
　　　Yamamoto　 YL,　 米 増 祐 吉 ：
　　　18F－fluorodeoxyglucoseと14C－iodoantipyrineを
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38：1117－1125,1986
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13.代田　 剛、米増祐吉、鈴木　望、苫米地正之、
　 程塚 　明、佐古和廣 、田中達也 ：乳児脳腫瘍
　 に対 す る放射線療法 についての検討、小児 の
　 月図ネ申経、　15：267－272,1989
14.佐古和廣、程塚 　明、相 沢　希、木村輝雄、
　 遠 山義浩、 中井啓文 、岡崎慎哉 、米増祐吉 、
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　 いた局所脳 酸素飽和度 の測定一術後 モニター
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　 橋本　学 、佐藤正 夫、木村輝雄 、徳 光直樹 、
　 田村康夫 、加藤 光宏 ：脳動脈瘤手術 におけ る
　 temporary　clipの安全性 と問題一術 中SEPモニ
　 タ リング結果 との対比、89例の検討一 、名 寄
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37.徳光直樹、佐古和廣 、相 沢　希、 白井和歌子
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　 要 か ら見た脳 卒 中病診連携一 、八女筑後 医報
　 331：10－17,2009

























7.　 Takahashi　 M,　 Adachi　 T,　 Sako　 K：
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13.木村輝雄 、佐 古和廣、石崎智章、橋詰清隆 、
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16.澤村 　淳、佐古和廣 、関　俊 隆、前 田高宏、
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佐古和廣先生　退職お礼の言葉
　平成4年6月、脳神経 外科医長 として赴任 、4年
間旭川 医大 に戻 り、平成10年4月か ら副院長 とし
て5年間、平成15年4月か ら院長 と して10年間、計17
年間大変お世話にな りま した。
　院長 として の10年間は、医師名義貸 し問題 、新
医師臨床研修制度な どによ り大学医局 の地方への
医師派遣体制が崩壊 し、7対1新看護基準導入に よ
り地方病院 の看護 師不足 、また小泉 内閣の社 会補
償費1兆1千億 円削減 によ り、診療報酬 は4期8年間
連続マイナ ス改定な ど、非常に厳 しい 医療環境 で
した。当院も例外ではなく、診療科の休診など激
動の渦に巻き込まれながらも何とか徐々に診療体
制の確立 ・発展が図られま した。これもひとえに
職員をはじめとする多 くの皆様のご協力のお陰 と
感謝申し上げます。
　4月からは名寄東病院で少 し責任の軽い立場で
これからも名寄市、上川北部の医療 ・介護に関わ
ることにな りましたので、今まで同様皆様のご支
援をよろしくお願いいた します。
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